西が岡第三自治会会則
第　１　章　　総　　　則
（名称及び事務所所在地）
第1条　本会は西が岡第三自治会と称し、事務所を西が岡自治会館（西が岡二丁目11番地3）内に置く。
（区　　域）
第2条　本会の区域は西が岡三丁目の全て並びに岡津町975番地、岡津町1005番地、岡津町1006番地、岡津町1007番地、岡津町1008番地、岡津町1009番地、岡津町1010番地、岡津町1015番地、岡津町1034番地及び岡津町1040番地の全て並びに白百合三丁目2番地のうち12から18までの区域とする。
（会　　員）
第3条　本会は第2条に定める区域内に居住する者を会員とする。
（入　　会）
第4条　本会に入会を希望する者は、入会届を会長宛に提出するものとする。
（退　　会）
第5条　会員が次の各号に該当する場合には退会したものとする。
　　 2　第2条に定める区域内に住所を有しなくなった場合。
　　 3　会員より退会届が会長に提出された場合。
（地区及び班）
第6条　本会は住宅地の地番に従って地区を設け、地区は班に分割される。
　　 2　前項の地区及び班は将来の会員数の状況等を勘案して変更しうるものとする。

第　2　章　目的及び活動
（目　　的）
第7条　本会は会員相互の親睦をはかり、生活環境を良好に保ち、又向上させることによってより良い地域社会をつくりあげることを目的とする。
（業　　務）
第8条　本会は前条の目的を達成するために、次の各業務を行うものとする。
　　　（1）　会員の福祉、厚生、相互親睦に関する活動
　　　（2）　住民の共有財産の維持管理及び防犯灯等の共有施設の維持管理
　　　（3）　会の会計業務
　　　（4）　その他、会の目的達成に必要又は有用な業務



第　3　章　　役員・班長・その他
（役員構成と選任方法）
第9条　本会は役員として理事16名と監事1名を置く。
　　 2　理事の互選により、以下の役職者を選任する。
　　　　会　　  長　　　1名　　　　　　会　    計　　　　1名
　　　　副  会  長　　　2名　　　　　　防　    災　　　　2名
　　　　総　　  務　　　1名　　　　　　防犯・交通　　    1名
　　　　広　　  報　　　1名　　　　　　婦人・青少年　    1名
　　　　福 利 厚 生　 　2名　　　　　  会 館 役 員　　　 2名
　　　　環境 ・衛生　   2名
　　 3　前項の規定に関らず、自治会業務遂行上特に必要と認められる場合、会長は総会又は会員投票の決議を受けて、理事の増員を行うことができる。
     4　役員は会員の立候補により選任する。立候補による選任ができない場合は、会則第11条（班長）に規定する班長の中から選任する。
　　 5　理事会は上記の理事以外の会員から、第15条の業務を行う監事を選任する。
（役員の承認）
第10条　理事会で選任された会長、副会長、理事、監事は総会の議決を経て正式に決定される。
（班　　長）
第11条　班に所属する会員の中から、原則として世帯単位の輪番制による班長1名を選出する。但し、次の場合は、班に所属する会員の話し合いにより選出する。
　　　　（1）　班長が理事に選任された場合
　　　　（2）　高齢者等の理由で班長業務に耐えられないと認められる場合
（役員・班長の業務範囲）
第12条　会長は本会を総括し、本会を代表する。
　　　2　副会長は会長を補佐し、会長に事故があったときはその業務を代行する。
      3　各担当理事はそれぞれの担当業務を中心となって推進する。
      4　班長は本会の事業に必要な業務を、会長の委任により分任する。
　　　　 主な分任業務は次の通りとする。
　　　　（1）　広　　　 報
　　　　（2）　福 利 厚 生
　　　　（3）　環 境 衛 生
　　　　（4）　防　　　 災
　　　　（5）　防 犯 交 通
　　　　（6）　婦人 青少年
　　　　（7）　その他、必要な業務
　　　5　前項の分任業務の範囲は会長が定める。
　　　　 また、前項（7）号については、必要の都度会長が追加することができる。
(役員・班長の任期)
第13条　役員の任期は１ヶ年（定期総会から翌年の定期総会まで）とする。但し、再任を妨げない。
      2　班長の任期は1ヶ年（定期総会から翌年の定期総会まで）とする。
　　　3　任期中、役員・班長が辞任した場合は補充するものとする。新役員・班長の任期は前任者の辞任後の残余期間とする。
（役員の解任）
第14条　役員が会則に反し、あるいは役員として不適当な行為があったときは、総会の決議により解任することができる。この場合の補充は前条第3項の規定を準用する。
（監　　事）
第15条　本会の業務及び会計を監査し、また第18条の総会の議決を管理するため監事を置く。理事会で選出された監事は総会の承認を受ける。定員は1名、任期は1ヶ年（定期総会から翌年の定期総会まで）とする。但し、再任を妨げない。監事に欠員が生じた場合は、理事会が補充監事の選出にあたる。補充された監事の任期については、第13条第3項の規定を準用する。
（会　　議）　
第16条　本会に次の会議を設ける。
　　　　（1）総　　　会　…　議決機関　
　　　　（2）理  事  会　…　執行機関
　　　　（3）班  長  会　…　協議機関
　　　　（4）特別委員会　…　諮問機関
(総　　会)
第17条　総会は定期総会と臨時総会とする。
　　　2　総会は本会の最高議決機関であって、会員をもって構成する。
　　　3　総会に付議すべき事項
　　　　（1）本会則の改廃に関する事項
　　　　（2）事業報告及び事業計画に関する事項
　　　　（3）予算及び決算に関する事項
　　　　（4）第9条に定める役員の選任及び解任に関する事項
　　　　（5）資産に関する事項
　　　　（6）その他、理事会が必要と認めた事項
　　　4　定期総会は毎年1回とし会計年度終了後1か月以内に会長が招集する。
　　　5　臨時総会は会長が必要と認めた場合、又は会員の５分の1以上が署名をもって必要と認めた場合に開催する。
　　　6　前項後段の場合において、会長が相当期間内に臨時総会を招集しないときは、招集を請求した会員は、自らこれを招集することができる。
　　　7　総会の議長はその総会に出席した会員の中から選出する。
（総会の議決）
第18条　会員は総会において各々1個の議決権を有する。
　　　2　総会は会員の過半数が出席したときに成立する。但し、委任状提出者を出席として算入する。
　　　3　総会の議決は出席者（委任状を含む）の過半数の賛成によって成立する。賛否同数のときは、議長がこれを決する。
（理 事 会）
第19条　理事会は次のことを行う。
　　　　（1）総会が議決した事項の執行
　　　　（2）総会に提出する事業計画案、予算案、その他の議案の作成
　　　　（3）事業報告及び決算の作成
　　　　（4）その他、この会の業務に必要な事項の実施
　　　2　理事会はその構成員の2分の1以上の出席により成立する。
　　　3　理事会の議長は会長がこれを務める。
　　　4　理事会の議決は出席構成員の過半数の賛成を要する。
（班　長　会）
第20条　班長会は自治会活動に必要な事項を協議し、その円滑な運営を協議するものとする。
　　　2　班長会は第12条に定める班長をもって構成する。
　　　3　班長会の司会は原則として副会長がこれを務める。
　　　4　自治会推薦による委嘱委員および西が岡建築協定運営委員会委員は班長会に出席し情報交換し、意見を述べることができる。
　　　5　前項の出席者は事前に副会長あてに出席通知を行うものとする。
（特別委員会）
第21条　理事会は専門的検討を要する事項、永続的な対策を必要とする事項を、審議するため、理事会の諮問機関として特別委員会を設けることができる。尚、特別委員会の委員は会長が理事会の同意を得て任免する。
　　　2　特別委員会の委員は、その任期を定めず、適宜、交替することを妨げない。
　　　3　特別委員会の解散は会長が理事会及び当該委員会の同意を得て行う。
（議　事　録）
第22条　総会及び理事会の議事については、議事の経過及び議事結果を記載した議事録を作成しなければならない。
　　　2　議事録には、議長及び出席した構成員のうちからその会議において選任された議事録署名人1名が署名押印しなければならない。
　　　3　議事録は作成後10年間は理事会において適正に保管する。

第　5　章　　　会　　　　　　計
第23条　本会の運営に要する費用は、自治会費及びその他の収入をもってこれにあてる。
第24条　会員は総会で定められた自費会費を納入しなければならない。
　　　2　自治会費は、半期ごとに自治会の指定する方法により納めるものとする。半期とは、4月1日から9月末日までを上半期、10月1日から3月末日までを下半期とする。
　　　3　途中入会者の自治会費は、入会月の翌月分から納めるものとする。
　　　4　途中退会者の自治会費は退会月分までとし、翌月以降の前納分は返金する。
第25条　会費は1世帯月額400円とする。但し、半期ごとに６ヶ月分を納めるものとする。
第26条　この会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
　　　2　第15条に定める監事は、常時この会の会計状況を監査し、その結果について理事会で報告し、定期総会に報告する。

第　６　章　　　資　　　　　　産
第27条　本会の資産は資産目録記載の資産とする。
　　　　 2　本会の資産は会長が管理し、その方法は理事会において定める。
      3　本会の資産で第1項に掲げるもののうち別に総会において定めるものを処分し、又は担保に供する場合は総会の決議を要す。

第　7　章　　　自　治　会　館
第28条　本会と西が岡第一自治会及び西が岡第二自治会（以下、「3自治会」と言う。）が横浜市泉区西が岡二丁目11番3に共有する自治会館を円滑に運営し、その維持をはかるために別に「西が岡自治会館運営規則」を定める。「西が岡自治会館運営規則」の改廃は、3自治会の各理事会の決議による。但し、各理事会が異なる議決をした場合は、3自治会の合同理事会により、過半数の賛成をもって決定する。尚、その結果をすみやかに班長会に報告する。
　　　2　西が岡自治会館の建物維持及び運営に係る経費は3自治会がそれぞれの会員世帯数に応じて分担する。
　　　3　西が岡自治会館の予算及び決算は3自治会の総会の承認を要する。
　　　4　前項の承認について異なる決議をした自治会があった場合、3自治会は合同で、それぞれの臨時総会を開催し、予算及び決算について審議する。

第　８　章　　　各種団体（サークル等）
第29条　会員から助成金給付申請のあった各種団体（サークル等）、については、理事会にて次の事項を検討し、原則として申請日から２ヶ月以内に承認の可否を文書にて回答するものとする。
　　　　（1）目的が本自治会会員の親睦、相互扶助又は本自治会にとって有意義であること。
　　　　（2）組織、構成員名簿、活動計画案、活動報告、予算案が文書にて提出されていること。
　　　　（3）本自治会が実施する各種行事に積極的に参加すること。
　　　2　本会より助成金を受けている各種団体は毎年1月末までに活動報告書を本会宛に提出するものとする。
　　　3　本会が助成金給付を承認した各種団体の構成員又は活動が西が岡第一自治会及び西が岡第二自治会にまたがる場合は当該自治会の助成を受けられるよう斡旋の努力をするものとする。

第　9　章　　　雑　　　　　　則
第30条　この会は特定の宗教団体、政治団体を支持するものではない。
第31条　この会則の定めにない事項、又は疑義を生じたときは理事会で決める。
第32条 会員は、自治会活動において、他の会員に対してハラスメント行為を行っては
ならない。ハラスメントには、身体的・言語的・精神的な嫌がらせ、差別的
発言、強要行為、不適切な圧力、その他相手に不快感を与える行為を含む。
2　ハラスメントが発生した場合、自治会役員は速やかに状況を確認し、適切な対応を取るものとする。
3　深刻な事案については、必要に応じて、自治体や法律相談機関、警察などの
関係機関と連携し、関連法案、条例などを参考に対応する。
（付　則）
　　　1　この会則改定は2026年（令和８年）4月4日から施行する。
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